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令和 6 年 10 月 1 日  

 
 

 

 

 

令
和
六
年
六
月
二
十
四
日

㈪
午
後
二
時
か
ら
、
ア
デ
リ

ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。 

総
会
で
は
令
和
五
年
度
事

業
報
告
、
令
和
五
年
度
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
六
年
度
収
支
予

算
等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

事
業
報
告
・
収
支
決
算 

令
和
五
年
度
の
事
業
報
告

で
は
、
会
員
数
は
五
年
度
末

に
お
い
て
三
百
一
人
と
、
前

年
度
に
比
べ
五
人
増
と
な
り

三
年
ぶ
り
に
三
百
人
台
を
回

復
し
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ル

バ
ー
の
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
し
め
縄
作
り
講
習

会
、
安
全
講
習
会
等
の
事
業

を
行
い
ま
し
た
。 

令
和
五
年
度
収
支
決
算
額

は
、
経
常
収
益
が
一
億
千
八

百
七
十
九
万
三
千
五
百
三
十

九
円
、
経
常
費
用
が
一
億
千

九
百
三
十
四
万
三
千
九
百
五

十
二
円
、
経
常
外
費
用
が
二

円
で
五
十
五
万
四
百
十
五
円

の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。 事

業
計
画 

令
和
六
年
度
事
業
計
画
で

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
能
力
を
生

か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
の

事
業
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
図
る

た
め
ス
マ
ホ
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。 
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経常収益 A       118,793,539  経常費用  B        119,343,952 

 受託事業収益              92,287,712    事業費             116,979,196 

 労働者派遣事業等受託収益   1,676,443    管理費               2,364,756 

 受取会費                     291,500 

                    30050000 

  

 受取補助金等              24,279,000  経常外費用                    2 

 受取負担金                   257,000   

 特定資産運用益                    97  当期一般正味財産増減額 A-B 

 雑収益                         1,787  △550,415 

 
経常収益 A       123,838,000  経常費用  B        128,096,900 

 受託事業収益              97,176,000    事業費             125,224,400 

 労働者派遣事業等受託収益   1,633,000    管理費               2,872,500 

 受取会費                     300,000   

 受取補助金等              24,306,000  経常外費用                    0 

 受取負担金                   270,000 

 

  

 その他雑収益等       153,000   

 

 

                          

令
和
五
年
度
決
算 

                          

令
和
六
年
度
予
算 

岩
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
就
労
実
績
や

運
営
に
功
績
が
あ
っ
た
会
員

を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
総
会
会
場
に
お
い
て
、
授

与
式
を
行
い
ま
し
た
。 

顕
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

表
彰
状
受
賞
者 

◇
会
員 

社 

本 

達 

也 

高 

橋 

よ
し
み 

横 

山 

と
し
子 

岩 
田 

美
智
子 

堀 
井 

美 

幸 

宝 

蔵 
フ
ミ
子 

早 

野 

良 
太 

横 

野 

開 
造 

水 

谷 

義 

昭 

加 

藤 

勝 

治 

藤 

城 
 

武 

森 

山 

虎 

雄 

◇
役
員 

丹 

羽 

喜
代
之 

関 

戸 

健 

作 

 感
謝
状
受
賞
者 

◇
会
員 

丹 

羽 

喜
代
之 

横 

田 

八
重
子 

佐 

藤 

み
さ
を 

櫻 

井 

康 

子 

堀 

江 

節 

子 

佐
々
木 

寿 

子 

吉 

田 

英 

二 

小 

川 

俊 

久 

松 

井 

哲 

造 

加 

藤 

勇 

二 

林 
 

 

賢 

一 

佐 

原 
 

譲 

     

 

職
員
募
集 

岩
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
生
き

が
い
の
充
実
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
の
就
業
の
手

配
、
顧
客
等
と
の
調
整
、
現

場
対
応
及
び
セ
ン
タ
ー
の
経

理
・
会
計
事
務
を
行
う
正
規

職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

 

採
用
人
員 

一
人 

採
用
予
定
日 

令
和
七
年
四
月
一
日 

試
験
日 

令
和
六
年
十
二
月
一
日
㈰ 

受
付
期
間 

令
和
六
年
十
月
一
日
㈫ 

～
十
一
月
二
十
一
日
㈭ 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
の
主
催
で

「
剪
定
」
技
能
講
習
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
岩
倉
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

日
時 

十
一
月
十
二
日
㈫ 

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

場
所 

小
牧
市
大
字
西
之
島 

小
牧
市
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー 

申
込
期
日 

十
月
一
日
㈫
～
二
十
四
日
㈭ 

     

◇
就
業 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
取
り
扱
っ
て
い
る
主
な
仕

事
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

ま
た
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、

年
に
何
回
か
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

か
た
は
、
就
業
し
ま
せ
ん
か
。 

経
験
・
知
識
が
な
く
て
も
、

安
心
し
て
就
業
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。 

人
力
除
草 

手
作
業
に
よ
り

草
を
取
り
ま
す
。 

機
械
除
草 

刈
払
機
・
芝
刈

機
で
草
を
刈
り
ま
す
。 

剪
定 

公
共
施
設
や
個
人
宅

の
樹
木
剪
定
を
し
ま
す
。 

塗
装 
公
園
の
遊
具
や
ベ
ン

チ
な
ど
の
塗
装
を
し
て
い

ま
す
。 

清
掃 

公
園
、
事
業
所
の
事

務
所
や
ト
イ
レ
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
共
用
部
分
や
駐
車

場
等
の
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

家
事
援
助 

粗
大
ご
み
の
搬

出
（
宅
内
か
ら
収
集
場
所

ま
で
の
移
動
）
や
窓
ガ
ラ

ス
の
清
掃
、
部
屋
の
清
掃

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

内
職 

セ
ン
タ
ー
内
の
作
業

場
で
紐
組
な
ど
の
作
業
を

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。 

表
具
・
表
装 

襖
や
障
子
・

網
戸
の
張
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

                            

                           

   

岩
倉
市
在
住
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
六
十
歳

以
上
の
か
た
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

毎
月
第
２
水
曜
日
（
３
月

の
み
第
１
水
曜
日
）
に
定
例

の
入
会
説
明
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
等
に
ご
賛
同
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
、
必
要
書
類
作

成
等
ご
入
会
の
手
続
き
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
会
費
と
傷
害
保
険

料
を
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
千
円

い
た
だ
き
ま
す
が
、
初
年
度

は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ご
夫
婦
で
入
会

の
か
た
は
、
お
一
人
半
額
と

な
り
ま
す
。 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 

会
員
の
活
動
状
況 

 

「
剪
定
」
技
能
講
習 

参
加
者
募
集 

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
中 

半日働き、 

半日は余暇を 

一日の生活スタイルを 

シルバー会員になって 

変えてみませんか 



(4) 

 

仕
事
の
申
し
込
み
依
頼

（
発
注
）
は
、
セ
ン
タ
ー
に

直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
内
容
を

う
か
が
い
、
必
要
に
応
じ
て

現
場
を
確
認
し
、
見
積
書
を

作
成
し
ま
す
。
見
積
書
を
ご

確
認
の
う
え
発
注
を
お
願
い

し
ま
す
。 

代
金
は
、
月
締
め
で
請
求

書
を
作
成
し
、
郵
送
し
ま
す
。

お
支
払
い
は
、
銀
行
振
込
み

と
な
り
ま
す
。 

        

な
お
、
発
注
が
立
て
込
み
、

注
文
を
お
受
け
し
て
も
早

急
に
対
応
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ※
剪
定
は
、
現
在
新
規
の
受

付
を
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
人
力
除
草
に
つ
い

て
は
、
対
応
会
員
が
減
少

し
て
お
り
、
依
頼
内
容
に

よ
っ
て
は
、
お
受
け
で
き

な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

    

仕
事
の
依
頼
方
法 


